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日本文化の教師 

ジュンジ・コニシ 情熱とエネルギー 
 

造形美術の教師がマニサレスに到着しました。 

コロンビアの日本大使館と日本の国際協力機構（JICA）と 

カルダス大学の間の合意に感謝します。 

4 年間、ジュンジ・コニシは美術の学生に知識と 

文化を教えました。 

 

                      ラ・パトリア新聞 ２００７  

                       文化担当 ビッキー・サラサル 

 

 

常に陽気で、親切で敬意を表します。スペイン語に苦労しても、彼が素晴らしい会話をすることを

妨げるものではありません。 

彼の多くの文化的芸術的技術を説明することを楽しみにしていました。 

ジュンジ・コニシは JICA のプログラムで２００２年にカルダス大学の造形美術の教官と学生達にそ

の知識を与えるためにマニサレス に到着しました。 

ここに彼は２年という期間で仕事をし、日本に戻ったのでした。 彼は多くの識者の知人を持って

いるオーストラリアへ旅行をし、いつか戻ることを希望していました。そして２００５年の１１月マ

ニサレス に戻りました。 

ジュンジ・コニシはラ・パトリア新聞の取材を、展示会「日本：芸術と情熱」で持ちました。 

帰国の際の敬意として、カルダス大学の造形美術科教官、学生とともにマニサレスのアメリカン・コ

ロンボセンターにて開かれたものです。 

 

技法 

 

日本の彫刻家は彫刻作品のための新しい技術や、金属や木材などの材料を取り入れたりし、また版

画、絵画や書道などの道具についての知識を与えました。   

それは、使用する素材の特質を理解し、「自然のもの、例えば木材はその素材そのものの美しさが作

品としてより強く表現されるように。」と先生は言いました。 

 



また墨絵絵画は「材料により特別なコミュニケーションを必要とします。作家は水のエネルギーを

感じ伝達されるべき」と先生は説明します。  

この場合、使用される絵具が独特のものであり、それが墨絵の技術の中で基礎とされることなのです。  

これで創作することは知識と理解が必要とされます。紙の基本は水がそうなることができるよう

に、自由な流れの途中を追いかけるようにするのが望ましいでしょう。 他にそれは仕上げで象徴的

な意味を持っている金と銀の薄い箔を利用します。それは日本の伝統的技法を発展させた コニシ の

文化を説明する技法と言えます。  

ジュンジ コニシ先生によって銀で創作されたティーポット。それらの作品はヨーロッパ、オース

トラリア、アメリカと日本で重要な美術館にあります。 世界のそれら作品の評価を獲得し、日本の

皇族を含むコレクターによっても入手されました。この芸術的な遺産はこの地域で日本文化の記憶

として 刻まれるでしょう。  

 

教え方 

 

彼はそれまでの指導法を評価するために、テクニックだけではなく、 規律 、謙虚さと仕事への情

熱を学ばなかったことを知っていました。「学生は常にたくさん働くことを望むわけではありません」、

と彼は言いました。彼らは 情熱と精神的なエネルギーを開発されるために必要としています、と彼

は説明しました。   

 

思い出 

 

コロンビアについてそれは非常に良い印象を持っています。 「人々は本当に素晴らしい心を持っ

ています。彼らは外部援助を発展するために必要としています。問題があるにもかかわらず彼らが国

に生まれ育ち活き活きしているという、良い未来の希望があります」、と彼は確言しました。また彼

らが仕事をする情熱を結び付けないとき、彼らが理解していないことが多いと付け加えました。 

「ここには芸術の他、デザイン、建築の学校もあります、多くの職人、技術者と彼らがすべての中

で、それぞれが他の人を別としてあることを知っていますが協力，共働はあまり考えられていません。

でも私はそれを理解します」、とそれを結論しました。 

 

ジュンジ・コニシ 

金属冶金技術者、能力開発短期大学校講師 

造形美術、RMIT 大講師、オーストラリア 

芸術学博士、 RMIT 大学大学院、オーストラリア 

研究者および教官 


